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自己 紹介 と テキ スト の 紹介 (再掲 


*1950 年 生ま れ 。 


長 を 経験 。2002 年 頃 か ら ATTAC 関 


* ア ジア 社会 フォ ー 
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ポ 

て 、 頂 植 書 房 新 社 よ り 出 版 
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第 八 章 先住 民 に よる エコ 社会 主義 的 闘い 
資料 1 国際 エコ 社会 主義 者 宣言 ( 二 〇 〇 一 年 
資料 2 ベレ ン 宣 言 ( 二 〇 〇 九 年 ) 
資料 3 リマ ・ エ コ ュ 社 会 主義 者 官 言 ( 二 〇 一 
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[会 主義 気候 破局 へ の ラディ カル な 挑戦 < 第 2 回 > 


エコ ロジ ー 社 会 主義 と は 何 か 





























西 グ 





(2017 ボン ) の 対抗 アク ショ ン に 参加 。 





民 蜂 起 ウォ 


























寺本 勉 (ATTAC 関西 グル ー プ 事務 局員 ) 
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労組 結成 (1989) ( 、 凡 委 員 長 ・ 書 











ラム (2003) 、 世 界 社会 フォ ー ラ ム (2004 一 16) 、COP21 (2015 パリ ) COP23 














ル 街 占拠 前 夜 の ウィ スコ ン シ ン 2011』、『 合 頭 す る 中 国 その 強 朝 性 と 脆弱 性 』、 






































『 ア ラブ 革命 の 展望 を 考え る 「 ア ラブ の 春 」 の 後 の 中 東 は どこ へ 』 な ど を 共 訳 











『 エ コロ ジー 社会 主義 気候 破局 へ の ラディ カル な 挑戦 』 (ミシェル ・ レ ヴィ ー) を 日 本 語 訳 し 


















































訳者 あと が き 
(に つい で て 






























































革命 と は 非常 ブ プレー キ で ある ヴァ ルター・ ベ ン ヤ ミン の 政治 ・ エ コロ ジー 思想 


ュ ン 


H 年 ) 





Michael L6wy Ecosocialism, Haymarket Books, Chicago, 2015 の 日 本 語 訳 


序章 著者 が フラ ンス 語 改 訂 版 の た め に 書き 下ろ し た も の 

第 四 章 一 第 太 章 英語 版 に は な く 、 日 本 語 版 に 付け 加え た 

*※ 著 者 の ミシェル ・ レ ヴィ ー に つい て (訳者 あと が きか ら ) 
一 九 三 八 年 に ブラ ジル で 生ま れ 、 一 九 六 九 年 か ら パ リ に 居住 し て いる 政治 哲学 者 で 、 パ リ 国 立 
科学 研究 所 の 社会 学研 究 所 長 な ど を 務め た 。 さら に 、ATTAC 世 界 社会 フォ ー ラ ム に 参加 
する な ど 社 会 運動 に 積極 的 に か か わる と と も に 、 気 候 変動 ・ 地 球 温暖 化 を 生み 出す 資本 主義 シ 
ステ ム に 対す る オル タナ ティ ブ と し て の エコ ュ 社 会 主義 に つい て 積極 的 な 発信 を 続け て いる 。 
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*※ 各 回 の 内 容 と テキ スト の 該当 する 章 


























第 1 回 エコ ロジ ー 人 社会 主義 の 前 提 一 気候 危機 と コロ ナ 危 機 











序章 (訳注 9 を 含む )、 訳 者 あと が き 





第 2 回 本 日 エコ ロジ ー 社 会 主義 と は 何 か 第 1 一 3 章 
































第 3 回 2 月 15 日 エコ ロジ ー 社 会 主義 を めぐ る 論点 一 実現 へ の 道程 第 4 一 6 章 


























2. エコ ロジ ー 社 会 主義 と は 何 か 











* 資 本 主義 生産 シス テム の まま で の 解決 は 可能 ? 

・ 資 本 主義 の 本 質 が 、 限り な い 利 潤 追 求 と 資本 蓄積 に ある か ら 。 世界 が 滅び る その 瞬間 まで 利 
潤 を 追い 求め る の が 資本 主義 。 

・ 資 本 主義 の まま で も 、 間 題 が 解決 で きる と 信じ て いる (信じ た い ) 人 は 、 気候 危機 は 人 間 活 
一 般 が 原因 だ と 考え る 。 し た が っ て 、 解 決 方 法 を 人 々 の 「 心 が け 」 (環境 に 優 し い 行動 ) 
や 技術 革新 、 資 本 家 の 「 理 性 的 」 行 動 に 求め る 。 

・ 新 自由 主義 的 グロ ー バ リゼ ーション に 象徴 され る 「 悪 い 」 資本 主義 を 「 良 い 」 資本 主義 デ 「 グ 
リー ン 資 本 主義 」 へ と 変え る こと で は な い 。 


① エコロジー 社会 主義 の 系 計 


























































































































*1970 年 代 以 降 に 、 エ コ 社 会 主義 と いう 考え 方 が 具体 的 に 登場 











マー ュ エ ル ・ サ クリ スタ ン (スパ イン )、 レイ モエ ンド ・ ウ ィ リ アム ズ (イギリス )、 デ ンド レ ・ 
コレ ツマ WI ポー ルッ デリ ルージュ (アツ ラン スズ ス )、 が リー ニャ コ デ ー (デメ ルリ 沈 か 全 お 
*※ エ コ 社 会 主義 と いう こと ば ー ラ イナ ー・ ト ラン ペル ト 、 ト ー マ ス ・ エ バー マン な ど 、 ド イツ 緑 の 
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党 左 派 (1990 年 に 離党 ) に 





雑誌 『Capitalism, Nature, Socialism』 (ジェ イム ズ ・ オ コン ナー な ど ) の 創 和 





*『 国 際 エ コ 社 会 主義 者 宣言 』 (2001) 、 


























* 雑 誌 TMonthly Review』 


。 ジョ ジィ ・ ベ デミ ー ャ 

















* わ れ わ れ を 含む 生物 種 に 適し た 地球 


(1949 創刊 、: 


よっ て 用 いら れ 始 め た 











際 エ コ 1 





全 圭 半 
二 義 

















ポー ル ・ ス ウィ ー ジ ー、 


フォ スタ ー な ど 
② エコ ロジ ー 社 会 主義 (エコ 社会 主義 と は 何 か (1) 











義 シ ステ ム の 拡張 論理 や 破壊 的 論理 と は 相容れない 





*※「 資 本 の 保護 の も と で 「 成 長 」 を 追求 する こと は 、 短 期間 
史上 か つて な か っ た 破局 








* エ コ 社 会 











、 す な わ ち 地球 温 




















クト と 生産 力 主義 に 対す る エコ ロジ ー 的 批判 を 結び つけ た も の 














※ エ コロ ジー 的 で な い 社 会 主義 は 


袋小路 1 








こ 陥っ て いる し 、 社 会 








の エコ ロジ ー 危 機 に 立ち 向かう こと は で き な い 





③ エコ ロジ ー 人 社会 主義 と 


は 何 か (2) 





* 生 産 関係 (生産 手段 の 所 有 




















真 に 社会 的 な 欲求 を 充足 する も の の 生産 へ と 変え 


* 具体 的 に は 


置き 換え る 。 そ の た め に 


門 の 根本 的 な 拡大 、 














5 い mi 














の うち に ( 今 
曖 化 に よる 破局 を 引き 起こ す だ ろ う 。」 
主義 の 主張 は 、 マ ルク ス 主 義 に よる 資本 批判 と オル タナ ティ ブ な 社会 に 


主義 的 で は な い ュ 
































* それだけ で は な く 、 エ コ 
く プ ロ セ ス で ある 。 





(〈④⑥ エコ ロジ ー 社 会 主義 の 二 つ の 側 直 


社会 主義 は 、 ? 
































E 態 系 の 均衡 を 保護 する こと 、 環 境 を 保護 する こ 








*※ エ コ 社 会 主義 は 、 未 来 の た め の プ ロジ ェクト 、 根 源 的 な が ユー トピ ア 、 可 能 な 将来 





・ エ コロ ジー 危機 の 根源 に 








手 を つけ る 根底 的 な 変革 


提案 





・ 生 産 関係 、 生 産 組織 、 支 配 的 な 消費 パタ ー ン の 転換 

















・ 西 側 の 現 





代 資本 主義 文明 ・ 工 業 文明 の 基盤 と 決別 





・ 新 た な 文明 の パラ ダイ ム を 作り 出す 





*※ エ コ 社 会 主義 は 


⑤ 時 SE 








、 具 体 的 か つ 緊 急 の 























民衆 の 意識 


的 と 提案 ( 











*※「 資 本 主義 の 「 破 壊 的 進 




















で 中 心 








歩 」 か ら 社 会 主 
の 永続 的 な 革命 的 転換 だ か ら で あ る 。 そ し て 、 
に な ら ざ る を えな いか ら で あ る 。 
革命 的 転換 、 お よび 人 々 の 大 多数 に よる a 
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こ か か わる 行動 で も ある 





義 へ の 移行 は 歴史 的 プロ セス で あり 、 社 会 
まさ に 定義 され た 意味 で の 政治 が 、 
要 な こと は 、 そ の よう な プロ セス は 社会 
ェ コ 社会 主義 プロ グラ ム へ の 行動 的 支持 な し に は 始め る 
こと が で き な い と いう こと を 強調 する こと で ある 。 社会 主義 的 意識 と エコ ロジ ー 的 E 




















トコ ロジ ー 


| (1988) 


ネッ トワ ー ク (IEA) の 結成 (2007) 


レオ ・ ヒ ュー バー マン な ど ) 編集 


と が 資本 主 


【 











後 数 十 年 間 で ) 、 人 類 の 歴 














向け た プロ ジェ 


で は 現在 


有 態 な ど ) を 変 0N 生産 の 目的 を 生産 力 至 上 主義 か ら 、 


中 し 、 化石 燃料 を 太陽 エネ ルギー な ど で 
は 、 生 産 シ ステ ム の 集団 的 ・ 民 主 的 再 組織 化 、 無 料 の サー ビス と 公共 着 
民主 的 で エコ ロジ ー 的 な 計画 作成 が 必要 。 
消費 の あり 方 、 人 間 の 文化 、 考 え 方 、4 





E き 方 を も 変え て い 


・ 文 化 ・ 精 神 


この プロ セス 











・ 政 治 構造 の 

















覚 の 発展 は 














⑥ 


ネ 


ー つ の プロ セス で あり 、 そ の 


し た 発展 は 、 












































(に こ お け る 決定 的 要因 は 人 々 自身 の 闘い の 集団 的 経験 で ある 。 そ う 























地域 的 ・ 部 分 的 対立 か ら 社 会 の 根本 的 変化 へ 進ん で いく 。」 (⑪. 82 一 83) 





エコ ロジ ー 社 会 主義 に 向かう 人 原 動 カ 
*「 唯 一 の 希望 は 、 一 九 九 九 人 








E の ジア デア トル 、 三 OO 泌 年 の コペン ジ ハ ムー ゲン 、 三 Oー 〇 の 年 の ボリ ビア ・ 




















コチ ャ バン バ 、 そ し て 特に 二 〇 一 九 
か ら の 動員 の 中 に ある の だ 。」 (p.23) 
「 

南北 アメ リカ 











水質 汚染 と 森林 破壊 の 最初 の 犠牲 











(p. 24) 
































3. エコ ロジ ー 社 会 主義 と 民主 的 計画 作成 


ネ 








エコ ロジ ー 視 


(ST 





・ 生産 手 





会 主義 の 目標 ( オ コ ン ナー) 


者 で ある 女人 


E 九 月 の 気候 変 











に 反対 する 巨大 な 若者 の 運動 の よう な 、 下 














生態 系 を 破壊 する 資本 に よる プロ ジェ クト に 対す る 抵抗 運動 の 中 で は 、 多 く の 国 々 (と り わ け 
諸国 ) で 、 先 住民 コミ ュ ニ ティ が 決定 的 な 役割 を 果たし て いる 。 先 住民 の 中 で は 、 
E が し ば し ば この 賠 い の 最 前 線 に 立っ て いる 。」 









































ジー 的 合理 性 、② 民 主 的 コン トロ ー ル 、③ 社 会 的 平等 、④ 交 換価 値 に 対す る 使用 価 
値 の 優位 に も と づく 新しい 社会 
* こ の 目標 達成 に 必要 な も の (レヴ ィ ー) 

















段 の 集団 的 (公共 的 ・ 協 同 的 ・ 共 同 的 所 有 ) 所 有 











・ 生 産 カ 


















































の 新た な 技術 的 体系 


民主 的 計画 作成 の 必要 性 
「 (資本 主義 生産 シス テム の 根本 的 ) 転 ] 











系 の 均衡 保護 を 考慮 し た 民主 的 経済 計画 を 通し て の みお こ な え る 」(p.72) 一 生産 手段 や 計画 




















・ 民 主 的 な 計画 作成 に よる 投資 と 生産 の 目標 の 明確 化 




















換 は エコ 社会 主義 的 方 法 に よっ て の み 、 すなわち 生態 


















































に 対す る 大 衆 的 な コン トロ ー ル 、 す な わ ち 投資 や 技術 的 変化 を 大 衆 的 に 決定 する こと 


「 生 産 ・ 消 費 の 合理 的 組織 化 は 、「4 





















































E 産 者 」 の 課題 で わる だ け で な く 、 消 費 者 の 課題 で も あり 、 
































実際 に は 生産 者 お よび 学生 ・ 若 者 ・ 主 婦 (主夫 )・ 年 金 生 活 者 な どの 「 非 生産 」 者 を 含む 社会 





労働 時 間 短 縮 の 決定 的 重要 性 
ス に と っ て 、 技 術 的 進歩 の 究極 の 





「 マ ルク 





















































全体 の 課題 で な けれ ば な ら な い 。」 (p.73-74) 


標 は 、 品物 を 無制限 に 貯め こむ こと (所 有する 

















こと 」having) で は な く 、 労 働 時 間 を 短縮 し 、 自 由 時 間 を 増やす こと 人 (個人 の 存在 」 being) 


な の で ある 。」 (p.43) 














労働 者 が 民主 的 討論 と 経済 ・ 社 会 の 管理 に 参加 する た め に は 、 自 由 時 間 が 大 きく 増え る こ 
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と が 必要 」(p.74) 


*※ ツ 連 に お ける 「 計 画 経済 」 は 何 が 問題 だ っ た の か ? 
・ テ クノ 官僚 の 小さ な 独裁 グル ー プ に すべ て の 決定 に 対す る 独占 権 を 与え る と いう 、 非 民主 
的 で 、 専 制 的 な シス テム 
・ 独 裁 へ と 導い た の は 計画 それ 自身 で は な く 、 ソ ビエ ト 国 家 に お ける 民主 主義 の 制限 強化 で 
あり 、 レ ー ニ ン の 死後 に お ける 全体 主義 的 官僚 権力 の 確立 
・ 官 僚 的 計画 の 限界 と 矛盾 を 明らか に し た 。 官僚 的 計画 が 非 効率 的 で 専制 的 に な る こと は 避 
けら れ な い 
※* 民主 的 計画 作成 は 誤り を 犯す か ? 
「 あ る 消費 習慣 を 放棄 する 代償 を 払っ て で も 、 人 々 が 正しい エコ ロジ ー 的 選択 を する と いう 
保証 は ある だ ろう か ? いっ た ん 商品 に 対す る 物 神 侍 拝 の 力 が 壊れ て し まえ ば 、 民 主 的 決定 
を お こ な う と いう 合理 性 が 拡がる と 期待 する の は 正当 な こと で あり 、 そ こ に し か 保証 は な い 。 
大 衆 的 な 選択 が 誤り を 犯す こと も も ちろ ん ある だ ろう が 、 専 門 家 な ら 誤 り を 犯さ な いと は 誰 
も 信じ て は いな い 。 民衆 の 多数 派 が 、 自 分 た ちの 闘い を 通じ て 自己 教育 を お こない 、 社 会 的 
経験 を 積み 、 高 度 な 社会 主義 的 ・ エ コロ ジー 的 意識 を 作り あげ る こと に よっ て し か 、 そ の よ 
うな 新しい 社会 は 創造 で き な い だ ろう 。 そ し て この こと に よっ て 、 環 境 的 ニー ズ と 一 致し な 
い 決 定 を 含む 深刻 な 誤り は 修正 され る だ ろう と 仮定 する の は 合理 的 な こと で ある 。 い ずれ に 
せよ 、 無 計画 な 市 場 か 、 あ る い は 「 専 門 家 」 に よる エコ ロジ ー 独 裁 か 、 そ の どちら か を 選択 
する こと は 、 た と え 限 界 が ある と し て も 民主 的 プロ セス より も ずっ と 危険 な こと で は な い だ 




















































































































































































































ろう か ?」 (p.79) 


* グ ロー バル ・ サ ウス に お ける エコ ロジ ー 社 会 主義 
・ グ ロー バル ・ サ ウス ー 水 ・ 食 料 ・ 衣 類 ・ 住 宅 と いっ た 社会 的 ニー ズ : 医療 ・ 教 育 ・ 交 通 ・ 
文化 な どの 基本 的 サー ビス が 未 充足 
・ 先 進 工業 国 よ り 高 い レ ベル の 「 発 展 」 が 必要 (鉄道 ・ 病 院 ・ 下 水 シ ステ ム ・ そ の 他 の イン 
フラ 建設 )、 火 力 発電 所 や 原発 が 必要 な の か ? 
・ 環 境 に 優し く 、 再 生 可 能 な エネ ルギー に も と づく 生産 シス テム に よっ て 実行 可能 
・ グ ロー バル ・ サ ウス ー 餅 僚 ・ 栄 養 不足 か ら 抜け 出 す た め に 大 量 の 食料 生産 が 必要 、 し か し 
アグ リ ・ ビ ジネス (工業 的 農業 生産 ) は 、 主 に 輸出 用 の 肉 ・ 飼 料 ・ 穀 物 、 バ イオ 燃料 の 原 
料 な ど を 生産 し 、 食 料 は 輸入 に 依存 
・ 工 業 的 農業 (除草 剤 ・ 化 学 肥料 ・ 遺 伝 子 組 み 換え 作物 を 集中 的 に 使用 ) で は な く 、 小 農民 
有機 農業 (家族 、 共 同 農場 、 集 団 農場 ) に より 、 自 給 的 な 食料 生産 が 可能 に 
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4. エコ ロジ ー 社 会 主義 と 「 人 間 の 欲求 」 お よび 広告 





* 生 産 だ け で な く 消 費 も 根本 的 変化 が 必要 





























































































































・ 大 衆 に よる 「 過 剰 消費 」 が 問題 な の で は な い 。 だ か ら 、 そ の 解決 策 は 一 般 的 な 消費 「 削 減 」 
に ある の で は な い 。 
・ 問 題 は 、 陳 列 、 浪 費 、 商 品 崇拝 に よっ て 作り 出さ れる 「 偽 り の 欲求 」 に も と づく 支配 的 な 
消費 様式 で ある 。 
・ 求 め ら れ て いる の は 、 食 料 品 、 水 、 住 居 、 衣 類 な ど 本 当 に 必要 な も の (基礎 財 ) の 充足 を 
目的 と する 生産 で ある 。(p. 104 一 105) 

* 物 欲 は 「 人 間 の 本 性 」 な の か ? 
・「 先 進 資 本 主義 社会 に お ける 衝動 的 な 大 量 消費 行為 は せ 、「 人 間 の 本 性 」 の 表現 で は な く 、 も 
っ と も っ と 消費 し よう と いう 人 々 の 生ま れつ き 備 わっ た 傾向 の 表現 で も な い 。」 





・「 そ れ は 資本 主義 的 近代 化 に 特有 の も の で あり 、 


な いも の で あり 、 











広告 シス テム に よっ て 














盛ん に 





罰 


ゃ も 切り 離せ な いも の で ある 。」 (p. 112-113) 





* 偽 り の 欲求 を 作り 出す 


の は | 広告 」 











・ 資 本 主義 企業 は 上 








術 、 
・ 広 告 は 、 偽 り の 








ーー 大量 





絡め ドリック 、 














計画 的 な 陳腐 化 【 
デズ 」 を 作り 出し 、 


こ ニー 








肖 費 の 欲求 を 産み 出す の に 重要 な 





・ 本 当 の 欲求 と 人 為 的 に 作ら れ た 和 欲求 と を 


と し て も 、 そ の 欲求 が 存続 する と 考え られ る か どう か と いう 点 に ある 。 
に 不可 欠 の 要素 
資本 主義 の 生産 ・ 
・ 資 本 主義 ご な けれ ば 、 
・ 広 告 は 、 ポ スト 資本 主 


* 広告 は 資本 主義 
告 は 、 


























33 
人 





・ 逆 に 、 広 告 の な い 














M 

















義 社会 の 中 で は 
資本 主義 は 、 歯 事 の 中 





* 環 境 に 対す る 広告 の 影響 








・ 広 告 の 生み 出す 衝 
は 、 環 境 に 有 生 


・ 広 告 
・ 広 告 は それ 


























自 、 


コピ 
口 


トクー ク ゲイ ング 





て 広告 の 配信 対象 を 絞 
* 広 告 と の 闘い が 必要 で 
・ 広 告 の な い 世 界 ( 
































る 義務 で あり 、 
責務 で も ある 。 




















・ 広 告 の 困 走 を 抑 筆 
共同 行動 を 通じ し て か ちと られ る な ら ば 

















で や 、 


」 一 SNS の 膨大 な 利 




















長 さ れる 商品 祭 提 


邊 費 の 





分 た ちの 生産 物 の 需要 を 創り 出し て いる 一 さま ざま な マー ケティング 技 
に よっ て 


ヌコ 


慣 を 形成 する よう 














衝動 的 


区 本 | 














区 別 す る 基 





的 な 消費 は 、 地 球 温 

















可 





] 











ー で ヾ 








] 














り 込む 
ある 
よ 可 能 だ が 、 








] す る た め の 闘 い が 必 要 。 


デ 


それ が 到来 する の を 待つ こと は で き な い 
・ 広 告 を 完全 に 排除 で きる まで は 、 そ の 攻撃 を 制 


























邊 


準 は 、 も し 広告 が な く な っ て し 
(p. 105) 








広告 に は 存在 理由 は な く な る だ ろう 。 
、 一 上 通 た り と も 存続 で き な い だ ろう 。 
に 砂 を 投入 され た 機械 みた い 


に な る だ ろう 9。 


暖 化 と 環境 破壊 を 招い て いる 。 
な も の を 「 環 境 に 優し い 」 と 信じ 込ま せる 。 
色 球 上 に ある 限ら れ た 資源 の 巨大 で 恐る べき 浪 費 。 
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し よう と する あら ゆる 試み は 環境 ( 
破壊 か ら 自 然 環 境 を 守 ろ うと 願う すべ て の 人 々 に と っ て の 政治 的 ・ 道 徳 的 


(p. 


タ を 利用 し て 居住 地 や 年 齢 、 興 味 な ど に 


支配 的 な 物 神 持 振 イデ オロ ギー と 切り 離せ 
E と いう 宗教 的 カル ト と 





に 刺激 を 与え る 


E っ た 


、 決 定 的 な 歯車 で ある 。 


107) 


応じ 


こ 対 す 


2 0234 ML 
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正しい 方 向 へ の ワン ステ ッ プ で あり 、 と り 


わけ 民衆 に よる 



































組織 の 獲得 に お ける 前 





進 

















で ある 。 そ れこ そ が 、 シ ステ ム を 全 


E 体 





と し て 乗り 越え て いく た め の 最 も 重要 な 条件 だ か ら で あ る 。 (⑪.114 一 115) 





